
学校番号 ３０５ 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報科 科目 
社会と情報 

（普通科） 

単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新・社会と情報」 （日本文教出版） 

副教材等 情報のノート「新・社会と情報」 （日本文教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・情報社会を生きる上で必要な力を身につけるために、情報社会の問題点やネットモラルなどを

考えます。また近年急速に発達している SNS の使い方などを、事例を基に考えていきます。こ

のようにして犯罪に巻き込まない、巻き込まれない力を身につけていきます。 

・コンピュータなどの情報機器や情報通信ネットワークを活用し、情報を収集、処理、発信する  

能力を身につけるため、自らの考えを発表したり、議論したりするような実習を行います。 

・情報通信ネットワークを利用したコミュニケーションなどに関する問題に対して、自ら考える

とともに、周りの人の多様な意見や考え方を共有、理解することにより、その知識を深め、情

報社会に対して積極的に参画する態度を身につけていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報および情報技術が果たしている役割や与える影響について理解する。 

・情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用した効果的なコミュニケーションを行う 

能力を身につける。 

・情報機器などを活用して、情報の収集、処理、表現をする能力を身につける。 

・情報社会の進展に主体的に対応し、積極的に参画する態度を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化

が社会に果たす役割

や及ぼす影響に関心

をもち、身のまわり

の問題を解決するた

めに、情報機器や情

報通信ネットワーク

を活用し、情報社会

の一員として積極的

に参画する態度を身

につけている。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問

題を解決するため

に、情報の特徴と情

報化が社会に果たす

役割と及ぼす影響に

ついて、思考を深め、

情報モラル等の観点

も含め、適切に判断

し表現している。 

情報機器や情報通信

ネットワークなどを

状況に応じて、適切

に活用して情報を収

集、処理、表現するた

めの技能を身に付

け、効果的にコミュ

ニケーションを行っ

ている。 

情報機器や情報通

信ネットワークな

どを適切に活用し

て情報を収集、処

理、表現するための

知識を身に付け、情

報の特徴と情報化

が社会に果たす役

割と及ぼす影響、社

会的意義を理解し

ている。 

評
価
方
法 

ワークシートの記述 

実習作品 

学習状況の観察 等 

ワークシートの記述 

実習作品 

発表 

学習状況の観察  等 

実習作品 

発表 

自己評価・相互評価 

学習状況の観察 等 

ワークシートの記述 

実習作品 

定期考査 

学習状況の観察 等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

「社
会
と
情
報
と
は
」 

○情報社会について学ぶ意

義 

○情報社会で求められる力 

○自己評価 

 ・情報モラル 

 ・基本操作と基礎知識 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:「社会と情報」の学習内容に

ついて理解し、「情報」を学ぶ

意義を見出すことができる。 

b: 情報社会で求められる力を

考えることができる。 

c: 自分の知識や技能について

振り返り、適切に自己評価に取

り組むことができる。 

d: 「情報社会」と「情報」につ

いて整理でき、「社会と情報」

を学ぶうえで必要な知識を理

解している。 

ワークシート 

学習状況の

観察 

 

情
報
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち 

○情報社会とコミュニケーショ

ン 

○情報の収集と信憑性の判

断 

○サイバー犯罪 

○知的財産 

○個人情報とプライバシー 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: インターネットを介したコ

ミュニケーションの特性を踏

まえて、基本的な注意事項に配

慮することができる。 

b: 多くの情報がネット上に流

通していることを知り、情報の

正確性を判断できる。法規をも

とにネット上の問題を考える

ことができる。 

c: サイバー犯罪や個人情報の

流出の危険から守るための適

切な手段や活用ができる。 

d: インターネットを介したコ

ミュニケーションやそれらに

関わる基本的な注意事項や著

作権等の法規を理解している。 

レポート 

ワークシート 

学習状況の

観察 

定期考査 

 

情
報
社
会
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
技
術 

○コンピュータとディジタルデ

ータ 

 ・ディジタルの特徴 

 ・ディジタルデータの圧縮 

○インターネットのしくみ 

○ＷＷＷと電子メール 

 ・通信のしくみとＴＣＰ／ＩＰ 

 ・コンピュータネットワークの

構成 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

a: コンピュータのしくみや特

徴について関心をもち、学習に

積極的に取り組もうとしてい

る。 

b: コンピュータのしくみやデ

ィジタルデータの取り扱いに

ついて理解し、データの流れに

ついて整理することができる。 

c: アナログとディジタルにつ

いて理解し、それぞれの特性を

考慮して適切に活用すること

ができる。 

ワークシート 

学習状況の

観察 

定期考査 

 



 d: ディジタルとアナログ

の違いやそれぞれのメリッ

トを理解したうえで、コンピ

ュータ内部での表現や処理、仕

組みについて整理でき、ディジ

タル化することの利点につい

て把握できている。 

後
期 

情
報
社
会
と
情
報
シ
ス
テ
ム 

○社会を支える情報システム 

 ・モデル化とシミュレーション 

○情報システムと商取引 

 ・データベースとビッグデー

タ 

 ・安全な情報流通 

○情報セキュリティ 

○情報通信産業など 

 ・アルゴリズムとプログラム 

○数値データの活用 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a: 情報セキュリティについて

理解するとともに、身のまわり

の情報システムを効果的に活

用しようとしている。 

b: アルゴリズムを理解し、フ

ローチャート等を用いること

で順を追って流れを考える力

が身についている。 

c: ビックデータの理解を深め

るために、表計算ソフト等を利

用し統計処理できる。 

d: 情報システムによる利便

性、問題があったときの影響の

大きさやその対策について理

解している。 

ワークシート 

学習状況の

観察 

実習作品 

定期考査 

 

情
報
社
会
と
問
題
解
決 

○情報格差 

○テクノストレス 

○問題解決 

 ・手法 

 ・仮説と検証 

○未来の情報社会 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a: テクノストレス等の情報社

会における「問題」を自ら見つ

け、様々な解決策を積極的に考

えようとしている。 

b: 問題解決のために様々な手

法を適切に使い分けることが

できる。 

c: 情報機器や情報通信ネット

ワークなどを適切に活用して

問題を解決することができる。 

d: 情報社会における問題を把

握し、よりよい情報社会を築く

ために必要な取り組みについ

て理解している。 

実習作品 

発表 

自己評価 ・

相互評価 

学習状況の

観察 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


